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　「JaCKbook」のページを開いてくださったみなさん、こんにちは。日中韓子ども童話交流参加経験者同
窓会事務局です。今回お送りしたこの広報誌は、8月17日～23日に東京・新潟で行われた、日中韓子ども童
話交流参加経験者交流会で、日中韓３カ国のメンバーが作成しました。
　この広報誌を開いた皆さんは、小学生の時に日中韓子ども童話交流に参加してから、何年が経ったで
しょうか。今でも、あの時に仲良くなり、一緒に世界でたったひとつの絵本を作り上げた友達とつながって
いるでしょうか。
　次のページからは、今回開かれた日中韓子ども童話交流と参加経験者交流会の様子や、参加経験者へ
のインタビュー、そして現在発足している日中韓子ども童話交流参加経験者同窓会事務局について載せ
ています。この広報誌をきっかけに、小学生のころ、この事業に参加した思い出を振り返り、当時友達に
なった子たちともっと繋がりたい、日中韓についてちょっとでも考えてみよう、そう思ってもらえれば幸い
です。
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　日中韓子ども童話交流参加経験者交流会は、大学年齢に達した交流会の参加経験者を集め思い出を語り合うと共
に、未来へと繋がる3カ国の交流プランを考えることを目的とした事業として2010年に始まった。2002年に日中韓子ども
童話交流事業がスタートし、参加者経験者は現在延べ約1000人に達している。
　今年度の参加経験者交流会は8月17日から23日の7日間、東京のオリンピックセンターと新潟県の越後湯沢で行われ
た。今年度のテーマは「実」。これまでの参加経験者交流会の中で積み上げてきたものを受け止め、今自分たちができる
ことは何か、参加経験者22名（日本10名、中国4名、韓国8名）が、意見を交わした。

　到着すると部屋には小学生の時に描いた絵本の原本が！自分の
描いた絵本と数年ぶりの再会。一緒に絵本を作った友達を見つけ盛
り上がる姿も。
　今回のプログラムを進行してくださるファシリテーターの方々も
交えた自己紹介をしてこの日は各自の部屋へ。　

　講演会を通して私たちが言語や文化の差を抱えながらいかに交
流するか、実際に世界各地で演劇の活動をされている先生からの
お話に、考えさせられることが多かった。

　今までの交流会で出た考えを共有したのち、今回の交流会が終
わる日、３年後、５年後の未来を思い描いた。
　自分はどんな姿になっているか、今回出会った仲間たちは、参加　
経験者交流会はどうなっているだろうか、さらに自国や東アジア全　
体の未来について自由な夢を発表し合った。

　お話をいただきこれから始まる交流会に身の引き締まる思い。歓
迎夕食会ではKONISHIKIさんのコンサートで小学生に負けずはしゃ
ぐ姿も…。

　奥只見湖の見学を通してさらに仲が深まり、積極的にコミュニ
ケーションを取れるように。
　夜は地域の伝統芸能御実城太皷・御実城囃子の鑑賞と宇宙飛行
士秋山先生の講演「宇宙と農業～実りとは何か～」を聞く。

　これから始まる長時間のワークショップに備え、小学生と共に野菜
の収穫体験&バーベキューで、英気を養う。

　日本人参加経験者同窓会が今年発足し、どのような活動を行って
いるかについての発表。まだ組織として未熟ではあるが、中韓の活
動の参考になれば、という考えのもと行われた。各国の随行の先生
方にも聞いていただくことができた。
次に、どのような交流を目指すかという枠組みの構想をグループに
分かれてまとめ、発表した。その意見をもとに、具体的に取るべき行
動を個人で出し合った。
　その結果「組織作り」「広報」「企画」の３つの班に分かれ、活動を
開始。

オリンピックセンターに
参加者全員が集合

平田オリザ先生の講演
「協働と創造へのヒント」

未来交流ワーク①
「思い出そう！」

夜は結団式と歓迎夕食会

東京から新潟に移動

収穫体験とBBQ

未来交流ワーク②
「確かめよう！」

8/17

8/18

8/19

8/20

参加経験者のプログラム
　次の日に控えたプレゼンテーションのためにその資料などを各班
に分かれて製作。通訳の方のご協力のもと、細かな意思の確認や内
容の翻訳などを行っていく。次第に英語やそれぞれが習得した言語
を用いて直接想いを共有するようにもなった。

　ロープウェイに乗ってリフレッシュ。ジェラートを食べたり、動物と
触れ合ったり、お土産を買ったりと思い思いに楽しむ。

　一週間の交流の成果を報告すべく、主催者の伊藤忠彦先生を始
め、随行の先生方をお招きしてのプレゼンテーション。緊張の時で
あったが、私たちの描く交流プランを聞いていただき、さらに賛同し
ていただくことができ、大きな自信と達成感を得る。

　楽しかった日々はあっという間である。夜行った反省会では、迫り
来る別れの時を惜しみ涙も見られた。自分たちの思い描いた未来を
実現させること、それはすなわち再会を意味する。その日を信じて、
一週間の活動は幕を閉じた。

　私たちが共通で抱いていた「小学生のころ築いた友情を絶やすこ
となく、関係を続けてほしい」という想いを伝えるべく、自分たちが一
週間、その実現のためにどのような活動をしていたかを発表した。　
また、交流の助けになると考えて作った資料も参加者全員に渡すこと　
ができたので、ぜひ今後の交流に役立ててほしいと考えている。

　小学生の時と同様「今日の日はさようなら」を歌って別れのときを
迎えた。国ごとに分かれてそれぞれのバスに乗り込む私たちには笑
顔があった。再会を誓ったことが、大きな心の支えとなっていた。

未来交流ワーク③
「未来を描こう！」
未来交流ワーク④
「風をおこそう！」

反省会

「未来交流プラン」
プレゼンテーション

アルプの里

解散式

小学生の参加者に向けての
プレゼンテーション

8/21

8/22

8/23

平田オリザ先生（劇作家・演出家）（参加経験者のみ）
　日本を代表する現代演劇家で、劇団「青年団」を主宰。
「現代口語演劇」「ロボット演劇」等の新しい試み、演劇を教
育に活かすワークショップ、韓国・中国・フランスなど海外と
の合同公演に意欲的に取り組んでいる。16歳のとき自転車
で世界一周に挑み26カ国を走破。韓国・延世大学へ留学経
験あり。著書に「わかりあえないことから～コミュニケーショ
ン能力とは何か」など。

秋山豊寛先生（ジャーナリスト・宇宙飛行士）
　TBS（東京放送）でワシントン支局長や国際ニュースセ
ンター長などを務める。1990年、ソ連の宇宙船ソユーズに
乗り込み、日本人として初めて宇宙へ。宇宙ステーション・
ミールから生中継を行う。1995年にTBSを退社し、農業に
取り組んでいる。現在京都造形芸術大学教授として、農作
業の指導をはじめ、メディア論、国際情勢論を講義。著書
に「鍬と宇宙船」などがある。

今回ご講演いただいた講師の先生方

みのり
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We grew up ! 

Past in 2005

　国立オリンピック記念青少年総合センターにみんなが集まり、2005 年韓中日子ども童話
交流が開催されました。結団式の後、東京にある国際子ども図書館の見学を行いました。
　その晩は公演の観覧もしました。次の日からは静岡県に移動し、国立中央青年の家を訪ね
て、友達と一緒にカレーを作って食べました。富士山にある氷の洞窟など富士山周辺の名所
を見学して、五日目からは本格的に絵本作りを始めました。グループに分かれてテーマを話
し合い、一人が一枚ずつ絵本を書きました。翌日、童話本を完成させて、日本の小学校との交
流会と富士サファリパークの見学、お別れの夕食会を行い、童話本の発表会がありました。
　お別れの日、一週間の思い出を整理しながらお互いが抱き合い、涙の別れで名残惜しさを
分かちあい、次の再会を誓いながら国々に帰りました。

Present in 2015

　10 年という時間が流れた 2015 年！
　我々は東京で再会しました。10 年という空白があったのにも関わらず、我々はお互いに気
づき、その当時のことを思い出しました。我々が製作した童話本を見て、言葉の壁があったの
にも関わらず、一つの童話本を作ったその当時を思い出しました。
　次の日から我々のテーマである「実」を実らせるために、本格的な活動が始まりました。日
本を代表する現代演劇家平田オリザ先生の講義を聞き、我々はお互いの意思疎通について考
える事が出来ました。三日間続いたワークショップを通じて、童話交流の必要性を再認識出
来ました。この交流が今後も継続できるよう同窓会の発足、広報活動、対外交流などの実現方
法を打ち合わせました。その中でお互いの考えには溝があること、その溝を調整して解決し
ていくことも学ぶことが出来ました。10 年が経った今、我々の実りを考えながら一足先を描
いております。

みのり

小学生のプログラム
　小学生たちも例年通り、　日本・中国・韓国からそれぞれ33名ずつ集まり、計99名で日中韓子ども童話交流が行われ

た。ドキドキ、緊張しながら集まってから、涙を流しながら別れを惜しむまでを少し紹介する。

国立オリンピック記念青少年総合センターに参加
者全員集

歓迎のあいさつや参加者紹介ののち班に分かれ
て活動

「日本・中国・韓国の昔話集」の読み聞かせ

国立国会図書館国際子ども図書館の見学

結団式・歓迎夕食会

新潟へ移動し奥只見湖の見学

ホテルに到着後伝統芸能の鑑賞と秋山先生の講演

収穫体験・ぬか釜体験ののちBBQ

「越後妻有里山現代美術館」と「鉢&田島征三絵本
と木の実の美術館」を見学

いよいよ絵本作りがスタート

夜は隠し芸大会！

絵本を製本

ロープーウェイでアルプの里を散策

さよなら夕食会のあと、絵本発表会

解散式

れを惜しむまでを少し紹介する。

8/17

8/18

8/19

8/20

8/21

8/22

8/23

ちょっとひといき…… JaCKbook について
　この広報誌の名前は「JaCKbook」と言います。表紙にも大きくそう書かれています。この「JaCKbook」

ですが、どんな意味が込められているのでしょうか？

　実は、「Japan China Korea」の頭文字をとって、「JaCK」にしています。つまり、日本・中国・韓国の３カ

国の広報誌だということを強調した名前なんです。

　また、「ジャックと豆の木」にちなんで、物語中でまかれた種が、天に届くまで伸びるように、日中韓３

いう願いも込められています。
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インタビュー

MAYU

Tian Mowei

　2005 年、日中韓子ども童話交流に参加して同じグループで絵本を作ったメンバーが、2015 年８月に参加経験者交流会で
再会を果たしました。そんな 10 年ぶりに再会した３人にインタビューをしました。

MAYU
Q：（10 年ぶりの再会を果たした）今、お気持ちはどうですか？
A：大変嬉しいです。また会えるって思いもしなかったです。（10 年前に一緒に絵本を作った）
彼女に再会できた時には時間が止まったかと思いました。

Q：この事業に参加して学んだことは何ですか？
A：中国と韓国、日本に関してよく知らなかったですが知る必要性を感じました。

Q：2005 年と 2015 年の友人たちへの感想は何か変わっていますか？
A：2005 年の時は（ジホンは）私より大人しかったと思います。絵を描くのも上手で話もよく
聞いてくれました。2015 年に再会したジホンは私を覚えてくれていてうれしかったです。
私はその当時の記憶が薄かったですがジホンは私がゲームを教えたり、日本語を教えたり
したことまでしっかりと覚えていて、びっくりしました。

Tian Mowei
Q：（10 年ぶりの再会を果たした）今の感想はどうですか？
A：（参加経験者交流会に）来る前は興奮していました。来てからは 10 年前の友達に再会でき
てうれしかったです。ジホン、まゆ、あきなど、、、ここで友達に会えるとは考えもできな
かったのに会えたのは、神様のおかげです。今回の経験は私にとっては大変貴重です。

Q：なぜ再び（この事業に）参加することにしましたか？
A：友達と会うことと、韓国と日本の異文化を習うために来ました。

Q：2005 年と 2015 年の友達に関する考えは何か変わっていましたか？
A：10 年前のジホンは背が高かったです。３名の韓国の女子の中からジホンだけ覚えていま
す。今もやはり、背が高いと思います（笑）そして、討論の時に考えを出したり、賢いと思い
ます。最後に私がプレゼントをした時には、友達を連れてきてありがとうと言われて、礼儀
正しい子だと思いました。

ジホン
Q：（10 年ぶりの再会を果たした）今の感想はどうですか？
A：感動してますよ！（2005 年に参加した時）同じグループの５名がまた会えたのは縁だと思
いますよ。特にまゆに会った時にはすぐわかりました。あとでまゆに聞いてみたらまゆも
すぐわかったそうです。

Q：なぜ再び（この事業に）参加することにしましたか？
A：日本にまた来たかったからです。そして、（2005 年に参加した時の）思い出を追いかけて参
りました。

Q2005 年と 2015 年の友達に関する考えは何か変わっていましたか？
A：10 年前は正直帰国後の持続的な交流は考えられなかったです。でも今は本当に友達と感
じています。そして、（今回の参加経験者交流会で）成熟して再会したような感じです。みん
ながその当時のままのような気がします。

Before and After

　アンニョンハセヨ！私は韓国外国語大学で中国語中国言
語文化を専攻しているキム　ジェユンです。私は 2005 年、
韓中日子ども童話交流を通じて、中国、日本の友達と付き合
い、お互いの違う文化を学ぶことにより東アジアの見る目
を広げる事が出来ました。その後、東アジアへ関心を持つこ
とになり、特に中国への関心が高まり、中国語の勉強を始め
ました。10 年が経った今、私は中国文化を知る事が出来、熱
心に勉強した中国語力により 2015 年第３回 OB 参加者交
流会で中国の友達ともっと親しくなることが出来ました。
中国語で発表もしたり、中国の友達と韓国の友達の間で通
訳の役割も出来ました。私が習ったものを通じて、その国の
友達と意思疎通ができたことに大きなやりがい感じ、胸
いっぱいでした。10 年前、小学校４年生だった私が成長し
て、こんな役割が出来るとは想像もつきませんでした。私は
今、中国の文化と中国語を勉強をするのが大好きです。この
ように私に感動を与え、私をここまで成長させてくれた韓
中日子ども童話交流は私にとっての幸せと言えるでしょ！

キム ジェ ユン

　アンニョンハセヨ！私は韓国の国立忠南大学校の新素材
工学科に在学中であるビョンジャヨンです。私は韓国で生
まれ、小学校の時まで、日本人に出会う機会は全くありませ
んでした。2005 年、韓中日子ども童話交流に参加し、日本、
中国の友達と一緒に生活したり、童話本を作りながら彼ら
と多くの時間を過ごすことが出来ました。その時間を通じ
て、他国の友達と親しくなったものの言葉の壁にぶつかり、
親しくなるには限界があることを感じました。その後韓国
に戻って、日本語の勉強をして、日本の友達と仲良くなるこ
とを考えました。それから日本語の勉強を始め、第３回 OB
参加者交流会で日本の友達と自由に意思疎通が出来まし
た。お陰で彼らともっと親しくなることも出来、一層文化の
共有も出来ました。交流会が終わった後も、引き続き友達と
連絡が出来て、大変良かったです。これからも継続して、韓
中日友達が今の関係を続け、友好関係を維持し、お互いの文
化を理解して行くことが出来れば嬉しいと思います。

ビョン ジャ ヨン
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2020年に向けて 同窓会事務局について
　今回の参加経験者交流会で、中国・韓国の同窓会事務局の設立の足がかりを作ると共に、日本・中国・韓

国の同窓会事務局をまとめた「総同窓会」を作ることになりました。この事務局はこれまではなかった交流

会に参加した後もつながることのできる場所を作りたいという思いから設立されました。

　社会人になってもこのつながりを続けていけるようになれば素晴らしいことだと思いませんか？

ぜひ皆さんも積極的に事務局が行う活動に参加してみてください。

目的
1.  参加経験者同士の連絡交流をしやすくする

  　３カ国共通の集まれる場所作り　
・イベントを開催する際の意見交換が可能な
     環境づくり

　参加経験者と連絡が取れるプラットホーム作り
・持続的な交流のための基礎作り

　システムが出来上がり、連絡が取り合える状
態になった段階で３カ国の参加経験者が集ま
れるイベントの開催

2.  ３カ国の仲を深められる

・参加経験者の交流をもとに持続的な交流をし
ていく

・交流会に参加者していない人にも３カ国の交
流を広報できる

・たくさんの文化的な違いを理解することがで

目的
1.  参加経験者同士の連絡交流をしやすくする

 　３カ国共通の集まれる場所作り
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流を広報できる

・たくさんの文化的な違いを理解することがで

※設立済み

きる
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事務手続きについてお知らせとお願い！

住所が変わった方は ...

お知らせ

日中韓子ども童話交流会の公式ホームページには、参加経験者が利用できる掲示板があり、その
利用には IDとパスワードが必要です。
しかし、多くの参加者がそれらを紛失しています。
 ID とパスワードを忘れた時は「ホームページお問い合わせ」もしくは「関係者直通のアドレス
（bbs@douwa-kids.com）」に連絡をお願いいたします。

住所変更について参加経験者同窓会からのお願いです。
私たちはこれから交流の輪を継続、拡大していきたいと考えており、童話交流事業と参加経験者交流
会に関する案内を郵送にてお届けする予定です。
しかし、みなさんの住所が小学生の時とは変わっており、お知らせ等をお送りすることができなくなっ
ていることが多いのが現状です。これは、参加経験者同窓会としてもとても悲しいことで、ぜひ皆さん
と交流を深める為にも、みなさんご自身で住所等の変更登録をお願いいたします。引っ越しにより住所
が変更された場合は、「日中韓子ども童話交流」のホームページに開設されている「参加経験者情報登録
フォーム」にて新しい住所の登録をお願いいたします。
お手数をお掛けいたしますが、末長く多くのみなさんとの友好関係を築いていくためにも、ぜひご協力
をお願いいたします。
※日中韓子ども童話交流事業ホームページ内「参加経験者情報登録フォーム」
　　https://www.douwa-kids.com/contact_ob/

Facebook 同様 Twitter アカウントも作成いたしました。
こちらでは、日本人参加経験者同窓会事務局の活動内容や絵本リレーの
近況などを随時更新していますので、ご覧下さい。
みなさんの参加・登録を楽しみにしています。
よろしくお願いいたします。

１. 同窓会について

２. 同窓会のこれから

３. あなたの参加を待っています
   みなさんは、今日からもう、私たちの仲間です！

４. おねがい
引っ越したとき：
日中韓子ども童話交流のHPに開設されている「参加経験者情報登録フォーム」
にて新しい住所の登録をお願いします。
掲示板の ID・Password を忘れたとき：
bbs@douwa-kids.comへ、参加年度、名前をお知らせください。

facebook : 
「日中韓子ども
童話交流日本人参加
経験者同窓会」

twitter : 
JCK_OB_NET

　今、日中韓子ども童話交流に
参加した人達の同窓会が作られ
始めています。
　日本には既に事務局ができて
いますが中国と韓国に
ついては準備中です。

①定期的な交流：これからも継続します。
②ボランティア活動：将来的には、参
加経験者交流会のみんなで一つになっ
て様々なボランティア活動ができれば
と考えています。

　アカウントを立ち上げてから１年間で登録者数は約
１００人に達しました。このページは、参加経験者の皆
さんが一人でも多くのメンバーと再会するきっかけに
なれるよう、また参加経験者たちの交流の場となれるよ
う願って運営しています。
　引き続き参加者を募集しておりますので、是非ご参加
をお願いします。


